













































































































































Aero DR premium （コニカミノルタ社製）・骨盤ファントム：PBU-3　（京都
































Aero DR premium （コニカミノルタ社製）・胸部ファントム：PBU-SS-2型　（京
都科学社製）・グリッド：MS-X ray・Grid （グリッド比6:1　グリッド密度40本） 
（三田屋社製） ・解析ソフト：ImageJ
【検討項目】1） 撮影線量が一定の条件下で、IGの補正の強さを変化させたヒス
トグラムの比較2） IGの補正の強さが一定の条件下で、低線量画像（DI-3）、適
正線量画像(DI 0)、高線量画像（DI+3）それぞれのヒストグラムの比較3） IG
画像とRG画像のヒストグラムの比較4） IG画像とRG画像をDI-3、0、+3を基準
に比較した撮影線量
【結果】1）IG-3画像のヒストグラムにて形状の変化が認められた。2）撮影線
量の違いによるヒストグラムの形状に変化は認められなかった。3）IGのヒス
トグラムは、RGと比較し、低濃度部でpixel valueが低く、高濃度部で高い傾
向を示した。4）IG画像はRG画像に比べ、各DIに相当する撮影線量は低い値
を示した。
【考察】IG画像はRG画像に比べ、撮影線量が少なく、コントラストの強い画像
が得られている。また、IG処理は、撮影線量の違いによるヒストグラムの形
状に変化を認めないために安定した散乱線除去が行われている。
